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市 民総 合交 流拠 点 とな る三 大 コン セプ ト

１。新しい交 流の

あり方

2｡ 箆設の複合化と

袷能の集約

Ｊ

3, 予 期 せぬ 危機や

新 時 代i=こ偶 える



１、新しい 文流のあり方

市11aを|!iじめｌｉｇ６･、1tl112111l、 娘ｓFの回4ｓな ど.ll･ ｙなヒ Ｍこ交晦の晰Jg嘲ilドJ 堆を恂

侈す６ 二とで。 籾iしい・・ が生・ れ、ぞ の支誰 老遡ｃて多ｓ多極な浬11 、ｓjJ61 剔さilて

;べ 吻il をnli し･ます。

:2. 霖 設の複合化と機能の集約

lia の複合化;こより，多り ｖtt北 り･-･ どｘ〕が災約，－・ｔ されます．

ぷi甘=¢珍,- どｘl al 亀１ 乙こｉ に よ．で． 二れまで別々g5 尨12 で.1ﾐNIしでい たす－Lご'スを

ひと･;1の瀾丿耽で刊川できるな ど．豺J114η41j比人;きく1al ります。

ijiJ き泌;ぷおい･c ，巾以に 身111な 行政ナ･･ピヌｌｊｌ 叫やｉr赳gl 増ｌ'な ど．利便性りぶ;|.L二分

it 。たMja 兪口177しｉ す．

3｡ 予期せぬ危堕や新時代に備える

大尨梅災・ｌ・ 時などの際。j色鳩;の方々が!麗やで 宦､ijな 建物ｃ１でil 魯で き25 ととi,|こ、

皐:S!:懲坂ｙ)防災Ｒ£ と1.てg3 剛ltを佃え、･F111せiQ 亀織Ｋst 応できる14涸 を日哨します．

また､ヂ がタル・ を陛・･1'Is・ 啼 代|こ対応-e き５よう．-９ヽ９ ラーf l･オヅイスllal を追allし、

Ｍｌａ の観il をlidﾋ ざせ.!lr 吹ｌ凛 を夕犀j!バ 雅赦で きる.咆改を1』輔 します．

２

-



第 １章　 靫 韻 方 針

・ ＿Ｓｌｐ 位117夕|す

･II’民総合交・ 拠£廬忿C 以･卜･「､ｋ喩｡練」とい 旬4 乃慾 個Ｓ・ 地11 、市Eり車な に位 圖としてぃ ま

ち

ｓ だな 如点とな な44ｓ12 には、rlTEひ寅佃sにx反41してﾚ るヽ價肇の鳩減 會襖脅|ljして 愧参!を縞

約i･６ ことで、・ 七な1sI､kこ交 哨Eり嗚を提 帥ナ５ ととも|こ、一元化きｈ.ｔ 打歌 脊－1!’スを行

うことができ･S 「交濫あ､以」として恪幟します。

111全鉢 の位・ 聞・ に,11rlすａ と.ｌ‘11sに12 わ 脈IｓＩ.でs, るIお貌か4 斤啼，1P 帥;こは 加るり毎

迄であ６７ キｙ７=ｓン･シｘａｌａｌ Ｌてい ます．

本羞Elll一郭たに 『交維馬,i.』とし（ー 市の支部;こ整屏 する 二とで，「liylに こり め根１ が悒 甕

さ太 ることとなil まｔs また． 二九 らの拠1. が哨ilyi漑 臓瞰『irこあるこ,とから，・ ４が相Xi

;こ111わｌあ うことで.ili 内におii る!iij･な２--･ズに刻jx;c.たli政 サービ スfllll倶si 瑚1午でき

ますI
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2　111桝l汲 ７s･itにぷ･･j.ｌ 綸叫 咄a

( ｎ １４ｆ『じ･1'61』il！rt

a)17T 民ダli センター－

０ ．１ 餉!|蜃碩-

Q Jla μt!ぷ１sj7;一支1Eｔ ン ター

(ｉ ・.II.ａ 一弥sり･Fj14j≒rgＱ

( 幻li た:こ畝ける旋派機能

１ 師地域|こお:1 る11!1 鹸4) 飽

IMQ 交5t セン ター－を廸てｌ･え．制たな挺＆・ilj= して 、(D から＆4) 地政屑 旛を・ 豹すると

とり こ、圀 書芸 分岫をａｉ し.lli の斑j¥a; 哉･Ｍｉｉｉ･.
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ぐ31 4U り化 す る池 沢･り現 状

Ｑ 市眠浹浹 セン ター

ｇ 室ｘペー－メと してめｓりＱａｚｌｉ!之、ｇ･勤11!がiluり１ｔ ．匈 雲ii江 市ｓ こよａ会 きや

ｌ 鍼々のli か、＆ｉ 匈に よ４会澱やIMs ｓ 晰.gjri 曲眼など1ごもlplll れ てｐ;;!す.ｉ 濁

!irl コミ.1ご テ４昿ｓ Ｑや111!・iill 誂．乖E4 サE｢ ンな ど．各祁|・i=ｇsti晰 できるスベ･- λ

として恬lj111 で1 まヽ？ ．

しかしなｊ;ら 、幼物蜀老ls;1ﾋｇ;111ｔ 蹄・4こエレベヽ･夕-･ がないこ.191j、2 階 ３階の会

庫 窓ぺ哨 禍堆 を利円すらｓ くｇ 刊iil者;こ４こ{lをかi-1ていろ択呪です、

嘲累琳 叫張所

11111･i}=|・ 虻詞;こ楠助をｲ|･Ｌています..

iili』／1111哺| 二お|･１６６Ｒ・ の竜怖写しの・f･i励=i 、ilTll盾本J･i･・s4 外のilii ! コンビニ

交ii をｓIrl での5ε1･r狼狗 杓JI:りを､liめており、liQi!i ぷ『s･奔以 篠での賢 忖亀ji ＆ 侈め迦

ａ となり て111 十、庫た、旧il;ラーピ汽・ に11-i･るql諮手ｓ堵 蜀ができ６螺総刎杷総合!l!

｢Tをapt し･cJ39 ，巾顎lXgホ斤杏ま で行かずに各・１ 校舎が･eXs ることa らヽ、4fri;ｉ)二-=-

ｽﾞ|=ｕ;iいき 考えらfti す．

なt ぷ、１ ７１. 玉X II
より，刄,苓釣 な行!繊サ･- ﾋﾟＸの

il!1;こjclllをきた Ｌてい る状iM でa，り．複合化碓の・s!1の箔μ|刄他についてi,Sii拝し てい

･ぐｇｔ がIQ り?1す．

虚 罵血 建蔵店l括支網センター

.ｉ ｓ11!漫 色括支111･lrン タ･･ヽ 11晩ｓＪＩ・ 地;こ近接す6r!Iｓljll鮨Xilj.・il 肺111-ｲ|'Ｌてい

ます，

池測地 祈 支侭ｔ ン タ･･|こt.介・Iｓ険法に・ づき，1陶据lf を|まじ６ とす るJI!域館Ｋの心身

の仙１ 侃絢皿び喫ｇ の安定のため;＝必ｉ な:文疎をii うと1ご11;こ.組介細咄咄ll を･ｉするｉ=

僥 ，li或差c月1喊餉11 む罠５ としで，ll;内｣こ５･コのｔ ンター.を散 眠して1 まヽす．

調 工兪 ・闘･ ¶iM 恥

勁弗商･|;『b･・ セン ター一内;こ・iliを有 して1ヽ;r5r.

なお．貝ｓ ・ £1り民ｔ ンターFx 、!ａ典範ssI？6x 介llgilXi に=ijljる個sI・ 衷il･sIに;ない

て，｢涙だなilrls14き合をlilax!i晦政 のｓ 沓:こ'rgうて一那1111 の 憐孜化戈憚 呪のありルを4'

の検iM を?flめていくｊ 去ＬＩＧ ４ す．

14 』 亜佃:こおけ る 肩 書蝕６ 視漱

東中神恕iり辺疆 に仇異 していた圃!11Eil 酢笛iと1.、偉違1111μ 剽に 倅い 令1111=ａ:11り1￥

ll 夕14ぷ 閉liし．本ｓ 陶聡を７ 々ジｙｉｃンc･ｘIこ６１;しました．こ九|こ屑略ずる ため．臨

|さ２ 口をn12 ΞJjll 知内に醗醗 し.９,ｌｌｌ ｓ 貪46の貸 し出 しｘテ･－ンコｙ を1gsａし．･1ヽ jﾐ

すが、ｉ 部咄111ごおljj 図叫郎価能のａrl をilむＦが 多く寄せQμ１ていｉ ｔ 。

Ｑ



３　ｓ胃 時等にilFtろ峰琉

（りrl 蛎災害ヽ の防災鍼吸匈泣

辺や.ilfSＳ 11て14 ナ．加

えて，jl】球ａ&暖化の幡響等により，台風F7 大jl!rヒ,19 優lf降 水帯等に よる水霧の９ハタjlsll

c.r朗i!乙ことi; 辺定Ｓれ ます.

＊ 布で11. 令和元C 加]匈 年li 〕月に拠jl し たii?凰119 号の影響kこより，植ｘ}てill剱

旧iriを111し，鮎 か夕ligl●●ii をlli＆し11 137 Åの々ｓ咆 玲6j1 ましｔ ．

爪冰 害i¥ には・ 冰愚71!ｙ ｇ内13 学校や宋２会岫Ix141弧廣!! して開放111来ない ため. ・

111時とjt ぺ・ 政所としてlalJI』･cきるj6趾 が小ない ことや．馴ｔ にＳ 染iiμ 鐙ぷし戈一人

ilさ り杓;ｌ 剱３ベースを約ｔ．６ １ｓｌａ･ ら4rd-41 大す ることを咄ｌ すｉ と，袋水９定

及び士砂災;111 喉!り区域外におい て，新ｔiこil雌lia 咄 像す６£ 更が あ.り ます．

本施Si こiiilr河曜llを鵜糾 し，il》わ41 て，堰剱 有一ヽの支己|にりい て:ま，孚杖給食JりFI調

理lglをａ じめ1ｺ ずる 四辺盗ｌ!と迪胴 し，夕1応４-1j!!う ていきます．

本411で14 、災古がi! 止した垣ａ･．９ し411 ●塵するla そil がある 吸含に『ｉ ，出令Ji び地

jgJilalii の蒔めるところにより，iliM 噂のjli命，身体ａ ぴ町癩を災91 から仮鯉するた

め，咄島ili災古紺輪本師を孝視Ｌ ，Xiyl応急湖東を冥 庭するこ ととな Ｑています.

1ｕli対策本卸ｉ乃ｓ 武単価aili 役屑冰庁舎１ なってい ますが，ガがｰ･ ，Iria 囁i木Ji:沓が

粧誕Lfx ちÅ ることが山右ない 場佃１．恥埴収j4;11否対策本邨収]代・ 岫震として＆jl を

lllうと！i, に，Ilj役所冰庁脅|こま降.炉なk･4ga4 こjjl てヽ1=t、jg ｓ1色摘a) 防s1 槌点として

話勁でき 泰,1こう』輛偉を巡yl ていさ ます．

{２３ 新 型コ ロナ タイ ルｘlsｉ 症 笏 －gj 対笛

舛1! コロヽj･ウイル スｇ 集注 は、収1誕する方isIはいまだ11 られず、『rT【1111ぎilこ欠さ､llj

饗奇丿暁liして1 まヽす．{量111r1111ｙ｝生命 と蛤●を町るために、ｉ 喩Ｒｌｉ もとより恥ji･ｶﾞｰ･･

妁1=n? 夕埓1,１笏をはじめ、倅凋ｉ!ｔ 眺務ｔ の 座lを遂lj るなどの復々と匈輦 をfr つて1･

・？.

二のにうなａ況1こ:こぷj1ヽ て1,. 『ligｓill ｓili一時4. 傅』1させ５ こととく紅喩a･ti!るこ

と=51拿められますが、感ｌ・1が鐙ｓ的に拡大した湯呑|こli、今まで以上､の対岸を1寓ｃる

必更s19, りs､ す.1r スタマ序ジ芦ｙ卜ｆ】・jj9･ ６.11a を収け､51がli もiei嘔同β感 喘IL

ないよ､うな夕t浪２して、ilf ラ･f 卜４７.f スやきｔ 晦ｌ?やり？ レワータとい、ｔ ｌ 拵聊

ｇ ぷ考えられます．

本冶ａ でlj 、glilllXsglワ禰ｔ の111;ご、ｇ 発症11t大時のみt応としてiFi雌員の廿？ラーぞト

オフ４ス鈎能をｌ えるなど!乃対応 を図 一1て11s Ｉ 十I

Ｇ



第２章　市灸総合交流拠点施設の展11

１　２ｇ に ぷる雖 城

gEi!ｘ･４一一ｽをiljlll.えイペ!､･卜碑Iり醐●;こj;り、咳 ●なll 体|こJ二る＝lヲj! レーｓ･ｌ ンが

生みil;されたｌ 、新た|（iilE限する哩ｓ コー－づｰ･･･なきl) 男右 ｘべ･一一34こおいても・ やなーXs!1140

創115がllt11';!さ まｔ 。加えて、祁ヵ刎l 伜ei?1吼成聚な どを現iiiできるｘ心 一見のｓ 佩やｌ

継参ilｓts4り ｊ;瓢1 ・り斌li ・頁児心支IX する 二とで､.s だ収る甕1411D発・ に繋がることt.11

えら九 ます．

ｉ た、曲.|.必 、鴎洒ililigtａE１ ｓ １4gsi盲自９良工凛li やヽ狗y旁名と.Iliμ のilljltｕI ｓr･1

でllわａ こaf･ｅ.・ヒト' の断!!=な婁匯j？多禅恨に満ちた思外な.̈ =E／' や' フ ト･･が生まx1.

咄咄振蝋のgi践ｉ;ｌｊｌＭできま･i'.

２　 芦 飼lご１ りIS たJi-り一一 ど７ の.馴桐、

１λ まで 価〃の晦il がｉＭｉｇ)一甲一一ピぷｘをIｓ あして1ヽ11した2F. ｇ ａ･の冤白1ヒ、 多轜11 化に

よりや･-･ビｘ４７１り7. や卵!= なサ一どｘＩ)創造が閉諦でき ます、

例え以．頂ｓru 知1:iQ 扨 腱・ｔ 吃ａ一窓 口･ヽ -sIid･1Ξallこllt:;IFjが．甕航311淮ｕli 支侭ｔ ｙ夕

－－ｔ ら薔り、介 涯々嗣!咳、謝劃;、li 盛や生糟|こ旧-j･右塁七な悩みや支援に一・l･て佃璃ずる

二とがで き!IE･j'.まlt. 介撞予ｓI 瞳 を111Eｓ ｓ が-１晟す石自[忌争１･ｙな ど恬11Jgりｇ をlg 叫

する 二とにJ: り、111141F3;jF46･11'ｓj 防`、ご|こ延支撃;こ夕りめることii でさ衷ｔi

また．活 廠咆でll 鳥･i'るflfFIグループが、ｉ･・1!;必ｓなil 占々II 峯を岫;11匈陶･館ｊ･1,･脚ｌ

す る二２-9･、lil書咄分館ijiｓ4りイベｙ！や譚腎２を昶目|ナ５カ'jvsi、ili吻･l 休･ヽ･aillQし、

柝鳥is をｑljlす･6 こ とが考えら1気ま十、

一21 で、 柘右化す ること;こ､k4 、sE111･ｔ仙の翼世り球|嗜竹弧14一一nl酌卜こ豺 うこと!yiiia に

なります．そil ぞiｔ・りsai虚 をlila で整図 むた嚇９ と叱帷して．瞳 扮畦lt に係６貴胃に糾 １ヽ;

も 鶴ｘｉ』な軽 減が 賤特で孝一ｌ す．

３　ｓ 紋 吟な 珈Ｒ 利川

夕ｓ; 二より生家il.だ人と人とのつなが!］がjlii していさ．鶴咄的に廳ａ を41jllすることに

より．Åと人の呻がｓｉ ａことぺ･、卿ｕIのあるホをf?¥りで似人りlｙ鼠 色禰ぬるなど、優々な

掃噺においで ヒl､¨ 吟!ｉ み狗1tｉ ととj明　助 で-きまナ．

－
♂
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第 ３ 章　 整 獅 驀 本ヵ 針`

！ 羞愉 義本j,･IF　　　　　　　　 ＿.

糸』liQii、ilil!のｉ･ｙｔブ １をｓｔ ｊるたｒ).'Sこの'とlj1111 償尨溥ヵlli･ｙゐｔｔ

｛ Ｑ 女ｌtで安心な座11･

安１ で安心な1ala:の吻i を坤jl として，幼９聊 はちとより次゛9叶においても僊ｔ,を発i軍で

色･る＆,ａをsき4jsし・ｔ ，

a3　Ejir!1 切 淡,る比政

ａ１ 時にａ自尽験Iｓこをわ忙たｓ・１』罰ぶ可詞で，皿ii時におsr る砧;祗奨ぷgりl;ialや，廿

？ タイト勿吃を仔ljl!li つたiiial の鳥る魯凛-l差倆します．

Ｉｓ） ヂジ タル叱に対応 した.吻ａ

ＥＩｓ時11 もと」二りｉｉ;11;二1=』いてもｉt応可騰 ネ ｓ７- グｌ ｇ を41ｙ116 ととしに、１

分を5f ジタか輛恥な1!Erlしｔ す．

｢45 ユこ/4 －ｌリレヂ・=ぜｙ卜こs!llしたl｣lt

袱1,か決;ｇ;こilJIIでき･sI]Ｒを11siし、こ ＝/1－fl-４グ‘ダインjisJjl したｉ､齢を蛾1aし１

す．

r司 瞑ｓ こ1¶?j11求 座li

嘸脆負1M} 氏植や宦フ ネルギー性Iきll回１ をＭ。た１ で｡li 庸に【ｌｇ した露!侑をt弧 ヽ.

sＤ６１の.ｌ 唸を踏 まえたａｉｇＩsこ努めまｆ ．

ななき，今ｉ 二cn･ＳＩＳ＆4c.Sj卜に沿うて碇鷹6 二111めていくにあた眠 咆奴浬・ の1149;; こつい

てt,換rＭし７いきま一幸'．

９



２　各胞忿の虚他

l 印･名ヌ;211121残喘l. 抵　 ｇ

既存廸r? 1115;!Siijン

ター

Si'4¶　；ill'r11、企ll心`ど多咳;こゎた.a只・ せ--l'μ

括勒漢:.IE;こ｢IIISa111Q=、lhJi･4ﾀﾞ!2ン等に・l｣ の11をSpり

t11S゙ i : =191111啖Cり!1として槌供

複合化する

祐il

411111;|lj4襄｢ii iligrSの蛸11･|･Ji翁Eり|以k次であり，命jaな↑「政サ･･-ビ不を

聊1

べ・ な･ﾘ･－ビ声か

・fl=11咄 咄1･の交付や･･ピ芦

・伸測丿同軸佃SSのFilliの一受戻か--ビx

・` rざﾘ’ンパ’･ヵ’・F゙の更新iμi

・卵奉 （収納j･り’･--ピフ

・掘祉サー･ﾋﾞ171S二liする-1二祓きij･一一ど７

il哨11]域tl慧

剤a センター

j､逼･医蝋･1勁1の各刮 町・ が1!芒され，多猫多llな411肢内

客に11応がlil箆

〈1 Ξなサー-どス＞

・總4徊{|・'ifli-S!li

－llSla頌茫助

一包括Ｓ ，緋牡白!｣ヶァ９ネジメｙ卜ぷ択病枕

・曾領i･liぢり-ァメネジメント窯剱

Lj斉廿分il ア考シｙｓｙシフ内Irj岫↓!ISI町とfii し、IF11沁の牛ぴを文

j.、iili-やiJE艮の高翔Sμ決111,g なyぞllぺ岫 慨を捉供

＜主な泄-･ピス）

－ＳＩＳ 騎個ll.サー-ピｘ

‘ ンフｙレンスーり一一？ヌ

・ＩＣＴをilXi』した119!11Eのliいサー-|どス

・命ｉ 刄柵711S（

ｉｌ 会・

lg;Ili民洪涛

１

＜働工'ねン

峨11商｣こ毒一棚知SI改alfi迷をＭるたぬのき併ﾋi』11=

･l･ふ・4･趣核窄粛泰め絢!資政きさを｢1的とした経営｢汝５普及

●童j二1け.祓仮興のたrjのjl!r戚IM阿lil!をiiう

( 陶忿巾ISlii済会)

17肖Eり4』･j･lμ･l?補に弛斜ずるM!;111及び弔こl.L4のgiljlFil、

ぴ:増itl、字iii幻趾11jとjS!1ぷl:gのig性如こ奇与

扮



幕政名,X:1地ａ桶Fi 順　71

廸加･ｔる

11能

売『ji・ga;誹 助詞･eの侍ら1?ISI･?利MI

ご]111な略間911 ごt!･5昿jjをtl嘔

-1qfi咬泣|こっな1:ag51･弊の販穴

珊で哺

防災粛Ｓ

1121111･}

災‘i 町;こは安心でき６泄iljliを隋ａ

諮ｌ 金刄

災‘i 時の盈ati,-IJI の物ｉ と食一14を備ｉ す68151

i;li夕lj9本SI;

i代諮冑j1〕

ゐ･が--、r恥啼 本r51知 ぷ災害対鄭lこ詞511a111できないlg介

lt.4 誼i-d随 の仕剣を担う

IJ･ア９ィトM･

ツィＸ

感隋ril剛痴として巾役所l建rlをｔ 筏し･r行え6815t

デジタル化などのt¥Ktliに;al恥した？･yライトFill

そ夕)仙・1･i ｉ 吉J117ンXj･

－,4･ |､イレ

災ま時にで述芝者が邱11･t･ill贋

誓火;k紬 火扱6;31奪Ｌた19.411Jj水i』』として4!gl

l. 似ｉ

駐fa1

‥定の£水 ，Ｒ仙スペースir夜降

』 １

- -



第４章　庭訊横・

｜　鮫地概硬、既存知匍{i悳

;!tii岫 明鳥ti刄l,l町四j･｢1今ii祠 号

乖地LIS鴨 4277.6L ㎡

位iiiil暗 叱 倒l　ll仙 嘲 澗5号 『載員4･

り¶i如 巾場rN97 を11Q4a

用途地li等 用娼地敲 .il 羞4』高聶仙1g卑J41池或

ilS41 乖ヽ め％

恥4a･･i XQ)S

高次尼IX 112 撞篤11地ｙ

防火柑定 鷹島k｣1!1旅

日・ 堀rM alii¶1-2E1¥間（測定『西14sl〕

m 吻

忽･心なli

紅啄iir11 2.∝X)rif翻Xt

階l: 3鼎

既ri建恂 槍ili 畝咄コンタり･-卜洛３隔11

延味jiii徘 1，644.邨Ed

11!;a年痙 昭F114りぐ｢哉 くl妬SIrl

岬辺ｌ 内pl

12

- - -



２　 痢唸illのＲ 伺婢

怯μ･[､!あ た.うて Ｍr してい;5,111r砥昧りａｉｉ;をぷ!蔵 して1 哨1･.

｜　 授ｔ |･ ‘･ か ’「1 』間 内;稗埓 ’･･ｄ･ｉ ｉ 必'iなiRli，tfgﾐ等i･｜；

11Ltiil自X,91 ㎡fjょか 溢｣|(・ ・ 111軸ｉ を昨Ｏ

(１口 収夕旅々ンj －

i;i･41 １ａ・ｇａ ｇ゙ｅｇｉ申

KIM λ欽4こ合わせ･al 市･口きる７

レキひブルな空問

ｇＮＩ 峻｡、ylj ジ，タター

せアライトt7.f 司痙111

M･勁索
11f,『SF喇口碑活動

巾rlなり･7jン
l.afi唸

IH訟 各障Ｍ粧 ブラ/rバl｀` gjiiljjS，

( 幻 丿凶;LMgF

qf｣ 勿ｎ
幡i砥翁の必lja り

各律11り1弁力gi･j

カウンター

フライ/くシー傑;itl.41

II･副1-淳

浅海
中訥irCn記入 iX樅デ・-ヅ応

Jil硝 靫師田載仙こ佩621rgil政

ａａｌ大凶スふ Ｘ

中gall;lig 刄ベーX

t=lx.ljケィ幄迦

〔9!QI; 単塚包恬支價ｔンター

受忖;?口
中諮・Ｑ梵|･μΓ4り

gl汲、伺い忿きﾌ咆･

カウｙ ダー

７１ィパシー佩原|:li

1a

-



-.､
艇・_ilﾑ ．

－　　＝　■●’　　　 －
-XI 用内St｡.-,,I ｡,. ，6賢なＲｉ とは淮il≒-｡ ，

ill談
ｙｉ-４`パツーlf咄flして竹剥｢|

SI
ｙヲイバ？－[Rj●lti！

』1ぷＳ
咆咬包咄支な1センターにr16qf

!斟脚
職員l咄 フベ･､Ｘ

(40 図裔蛎分館

受付恋||
鳶瑕か吼1, ヮフレンメサ,,1r

ス匈111 介般業ｇ

カヴンター

・ 疼` l;1こ一式

同Ｍ・国蒐

七 翠

児吸答惧

回覧アペー-Ｘ

a一斑。ｉ川-11gillagg，fil用冊jFI

蛸末40?WQ . セ4-フ穴掛靖才

など

学習 個人学iy 恨 り 囚 齢Eり恥 た舛 商

管理
ii却卜4肖の悛現､一他Ｓ-,(り『i!iS

rFli、吸隋の荷勧の保・

吸Ｒｌａ ｘペーフ4，

咋i'JIXf－グル、斟S9

(旬 商工ｇ・蜀g『ITfﾐ､j哨・ ‥

侃忖窓口 S』鮫．瞬11台わそt
カウンタ一一

プフィバシ-一脈Stt 憬

事務
F町1こ命。単労iliLC多!=済會に悍ζ，

申'右免叙

汲lil飢1gX 心･ ス

SS1

〔Oi 採か 喫茶Ｘら7 、

喫;li
幔鱗まをと６

くつろぐ

？ヽ-ｙル．柿子

ガウン･ター

元店 gs,rlSの111t 昨夕1柵

パックヤード 憚駄貪.の訓珊，触管
袖良jii，保ｇ庫

膏ぷljli、９フヂｙ

]i



－
1.j. 梶・- i- 。11..SIJ日内宕岬..--11 ｡ヰ16 ぜな収641 ・ lj輝等

１７１ﾇﾐ;ﾀﾞn部

将會・休息
ｆ拉がS の待合

lgS 中の休ａなど
祐子、li子il・ 、=Ξ･gター

『W仮際lii ６雄a の情柿を賢1莞
書架

nlll側

ilF ・附rt・ロヒr－ nE墨楓7¶i=刄〃 ヌなど

〔SI JI 尽庶政

;･ィ1f
器附男女用１か1??ずり

名階μ!ly フリ･-1･f い｜か折

ェ1/ペーター １基i 身節??刈応3

･i乳・iSむり交換 IL幼児!り峨･ａ １か所器ｈ

1111g; ・i¥気
會雄憲等Eひ哨回

411泌S ・IT映員力持嶺

倉犀
貨=な等の喩昌『!婢

各11111の鈴・14箭

囁地゙ R限jり『1

睨表53

更衣ii

6117 心 只
男g4･】か所ずり

gSli! ここ心-71-y 、SS.単邨

誓jll な2 仝4 の受fヽ t一晋屋 一馴111

Mij4 ベーＸ

匯乖ｘ ベース

痛ま如 μ払 心- ヌ

樵&1?iS

攻気21! 等

16



柊 痩 ，

・　 ♂． ‘
利J11内ぴg　. ぷi なａ『吋 化|紬i,t､ll

〔９１き匈陛・災害ylii本Fg（代l?〕俣IS

i 』･i脊QI
避6F痢匈rS Ⅲ`物資2=食柊をli

蓄

世凩tlT11宥人部こ応したli;・

財11入Ｘベー･λ

防災ii[li

11qStlll廼亀な鏑ggiinjl 〕

剛災行政無Ｓail

債gりネットダーク

旺』統i』介 など

〔』伽 外嬢

災ｗ卜g7ン帛－ル

トーfレ
ｌ 害時Sこ漣・i･蘇狸翔する11備

配'鳶水1曹
火1Qが発生t.た恚.fS 阻収傘1と

してfllJM

肪』IL

1111

一定の眩夕・哨i λ心･ 刄

ai入|｜ゲ･･|･

Ｉ Ｈ
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